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全
国
の
い
じ
め
認
知
件
数
が
過
去
最
多

　
全
国
の
国
公
私
立
小
中
高
、
特
別
支
援

学
校
が
平
成
29
年
度
に
認
知
し
た
い
じ

め
は
、
41
万
４
３
７
８
件（
前
年
度

32
万
３
１
４
３
件
）と
前
年
度
よ
り

９
万
１
２
３
５
件
増
加
し
て
お
り
、
過
去

最
多
を
更
新
し
た
こ
と
が
文
部
科
学
省

の「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
」

で
分
か
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
い
じ
め
の
認
知

件
数
は
増
加
。
早
期
対
応
に
向
け
、
積
極

的
な
認
知
の
浸
透
が
増
加
の
理
由
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
い
じ
め
問
題
で

自
殺
し
た
児
童
生
徒
は
29
年
度
10
人
と
、

い
じ
め
が
原
因
で
教
育
を
受
け
る
権
利

を
著
し
く
侵
害
さ
れ
、
心
身
の
健
全
な
成

長
お
よ
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響

を
受
け
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
ま
た

は
身
体
に
重
大
な
危
険
を
被
る
例
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め
の
根
絶
は
永
遠
の
課
題

　

子
ど
も
た
ち
を
い
じ
め
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
し
な
い
た
め
、
い
じ
め
を

未
然
に
防
ぐ
方
法
や
、
い
じ
め
を
発
見
し

た
と
き
の
対
応
な
ど
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
を
改
め
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

『いじめ』
しない・させない・見逃さない

1いじめの認知件数は？
小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 中学校 １年 ２年 ３年 合計
男 43 10 18 9 15 17 112 男 4 7 1 12
女 26 12 16 11 13 6 84 女 2 1 0 3
合計 69 22 34 20 28 23 196 合計 6 8 1 15

八幡平市の現状
　平成29年度児童生徒の問題行動・不登校等生
徒指導上の諸課題に関する調査結果の中から、
次の３項目を紹介します。
1いじめの認知件数は？
2どんないじめが多いの？
3いじめ発見のきっかけは？

【調査対象　小学校1017人、中学校579人】

いじめの定義
　「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在
籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の
人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理
的な影響を与える行為（インターネットを通じて行
われるものを含む。）であって、当該行為の対象とな
った児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

［いじめ防止対策推進法第2条］

田頭小学校の児童会が中心となって取り組んでいる「思いやりキャンペーン」

2どんないじめが多いの？
区分 小学校 中学校 合計

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 94 12 106
軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られたりする 56 1 57
ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする 24 0 24
仲間はずれ、集団による無視をされる 16 1 17
嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 13 2 15
その他 12 0 12
金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 7 1 8
金品をたかられる 2 0 2
パソコンや携帯電話等で、誹謗（ひぼう）・中傷や嫌なことをされる 0 0 0
合計 224 17 241

3いじめ発見のきっかけは？
区分 小学校 中学校 合計

学
校
の
教
職
員
か
ら
の
情
報

アンケート調査など学校の取り組みにより発見 45 4 49
学級担任が発見 15 2 17
学級担任以外の教職員が発見
（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く） 4 0 4

養護教諭が発見 4 0 4
スクールカウンセラー等の相談員が発見 0 0 0
小計 68 6 74

学
校
の
教
職
員
以
外
か
ら
の
情
報

本人からの訴え 71 6 77
当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え 26 0 26
児童生徒（本人を除く）からの情報 18 2 20
保護者（本人の保護者を除く）からの情報 9 1 10
地域の住民からの情報 2 0 2
学校以外の関係機関（相談機関等含む）からの情報 2 0 2
その他（匿名による投書など） 0 0 0
小計 128 9 137
合計 196 15 211
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八
幡
平
市
の
29
年
度
の
い
じ
め
認

知
件
数
は
、小
学
校
が
１
９
６
件
、中

学
校
が
１５
件
の
、合
計
２
１
１
件
で
し

た
。決
し
て
少
な
い
数
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、こ
れ
は
各
学
校
の
先
生
が
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
き
め
細
か
に
観
察

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
の
証
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
は
、ど
の
子
ど
も
に
も
ど
の

学
校
に
も
起
こ
り
得
る
と
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ
と
は
、

起
こ
っ
た
い
じ
め
に
早
く
気
付
き
、深

刻
な
状
況
に
至
る
前
に
適
切
な
指
導

を
し
、被
害
児
童
生
徒
を
守
っ
て
あ
げ

る
こ
と
で
す
。同
時
に
加
害
児
童
生
徒

に「
自
分
の
行
為
の
ど
こ
が
誤
っ
て
い

た
の
か
」に
気
付
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と

で
す
。

　
そ
の
点
、市
内
の
各
学
校
は
、実
に

誠
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
全
て
の
学
校
が
、
定
期
的
に

「
学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
取
り
組

み
、児
童
生
徒
の
悩
み
を
い
ち
早
く
把

握
し
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
し
、い
じ

め
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、教
育
相

談（
面
談
）を
行
い
、い
じ
め
を
受
け
た

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
子
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、校
内
で
起
き
た
い
じ
め
事
案

に
つ
い
て
全
職
員
で
共
有
し
、教
員
が

一
人
で
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
お
か
げ
で
、市
内
の
学
校
で
は

深
刻
な
い
じ
め
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、い
じ
め
は
大
人
の
目

に
付
き
に
く
い
時
間
や
場
所
で
行
わ

れ
た
り
、遊
び
や
ふ
ざ
け
合
い
を
装
っ

て
行
わ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、子
ど
も
の
表
情
や
小
さ
な
変

化
を
見
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、常

に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
見
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
に
は「
い
じ
め
問
題
専
門

委
員
会
」が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
警
察

や
人
権
擁
護
委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
関

係
機
関
か
ら
、い
じ
め
防
止
の
取
り
組

み
に
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
会
議
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
の

は
、「
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
絡
み
の
い
じ
め
が
心
配
さ
れ
る
」と

い
う
こ
と
で
し
た
。
事
実
、中
学
校
で

は
、ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
友
人

を
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
す
る
よ
う
な
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、対
応
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
誰
も
が「
い
じ
め
の
な
い
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
学
校
」を
望
ん
で
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
心
掛
け
る
べ
き
こ
と

は「
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
、
他

の
人
に
も
し
な
い
」と
い
う
こ
と
で

す
。み
ん
な
が
笑
顔
で
生
活
し
て
い
く

た
め
に
、大
人
も
子
ど
も
も
そ
の
原
点

を
心
に
留
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

八幡平市教育委員会
星 俊也 教育長

　
授
業
日
数
が
年
間
約
２
０
０
日
と

す
る
と
、１
日
に
１
件
の
割
合
で
市
内

の
ど
こ
か
の
学
校
で
い
じ
め
が
起
き

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。発
見
さ
れ

て
い
な
い
も
の
も
含
め
る
と
、い
じ
め

は
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
を
脅
か

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
も
、い
じ

め
問
題
に
対
し
て
具
体
的
な
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、い
じ
め

は
年
々
悪
質
化
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
舞
台
を
変
え
、

見
え
な
い
場
合
の
い
じ
め
も
含
め
た

解
決
策
は
見
出
せ
ず
、模
索
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
い
じ
め
が
発
生
す
る
理
由
と
し
て

家
庭
生
活
環
境
の
違
い
が
大
き
く
左

右
す
る
と
思
い
ま
す
。価
値
観
の
ズ
レ

か
ら
ね
た
み・つ
ら
み
が
生
じ
、
さ
さ

い
な
事
か
ら
発
展
し
て
い
く
と
考
え

ま
す
。

　
地
元
の
安
代
小
学
校
で
は
、子
ど
も

た
ち
に「
少
な
く
と
も
１
日
１
回
は
家

族
と
一
緒
に
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
」と

伝
え
て
い
ま
す
。家
族
で
食
事
を
し
な

が
ら
、今
日
学
校
で
あ
っ
た
出
来
事
を

話
し
た
り
、明
日
の
予
定
を
確
認
し
た

り
な
ど
し
て
、家
族
に
と
っ
て
大
切
な

時
間
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

い
じ
め
を
綱
渡
り
に
例
え
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
綱
上
を
渡

り
、
突
然
右
に
落
ち
て
し
ま
う
と
加

害
者
、
ま
た
逆
に
落
ち
て
し
ま
う
と

被
害
者
の
よ
う
な
脅
威
と
隣
合
わ
せ

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
細
い
綱
を
地
域

や
保
護
者
と
学
校
が
協
力
し
て「
太

い
綱
」に
補
強
す
る
事
が
直
近
に
控

え
た
行
動
具
体
策
と
感
じ
ま
す
。
八

幡
平
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
我
々
の
力

で
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
地
域
社
会
を

築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

八幡平市PTA連絡協議会
小山田 拓史 会長

田頭小学校の取り組み
いじめ問題に、学校現場ではどのように取り
組んでいるのでしょうか。
田頭小学校（宮 康幸 校長、児童数63人）では、
いじめのない学校にするため、児童会が中心
となり、さまざまな活動をしています。

　

田
頭
小
で
は「
け
じ
め
を
持
っ
て
い

じ
め
の
な
い
学
校
」を
児
童
会
活
動
の

今
年
の
目
玉
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
い
じ
め
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て

「
さ
ん
付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
思
い
や

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
あ
り
が
と
う
の
木

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
３
つ
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
田
頭
小

の
先
輩
執
行
部
か
ら
受
け
継
い
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
学
校
の
授
業
で
戦
争
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
人
が
争
い
、
自
分
の
幸
せ

の
た
め
に
誰
か
を
不
幸
に
す
る
こ
と
は

と
て
も
悲
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
い
じ
め
も
戦
争
と
同
じ
で
他
人
を

傷
つ
け
て
い
ま
す
。

　

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
あ
れ

絆
づ
く
り
の
活
動
で
い
じ
め
を
生
ま
な
い

　田頭小では、やさしく心豊かで思いや
りのある子どもに育ってほしいとの思い
から、まなびフェスト「田頭っ子の十のが
んばり」の中で「いじめは絶対にしませ
ん」と今年度から明記しました。
　いじめの早期発見のために、生活アン
ケートと児童一人一人との個別面談を行
う「ほっとタイム」を毎週火曜日に設けて
います。アンケートや普段の対話の中で、
児童のわずかな変化を見逃さないように
努め、気になることがあれば毎月定期的
に行われる職員会議のみならず、普段か

ら教職員間で情報を共有するようにして
います。
　また、いじめを未然に防止するために
は、自分が他人の役に立っている、他人か
ら認められているという「自己有用感」を
感じ取ることが大切です。学校行事はも
とより縦割り班活動、社会福祉体験、児童
会活動など、全ての児童が活躍できる「絆
づくり」の場を提供し、いじめに向かうこ
とがないよう、児童の成長を励まし促す
ような働きかけをしていかなければなら
ないと考えています。

ば
、
人
が
嫌
が
る
こ
と
は
せ
ず
、
喜
ぶ

こ
と
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
相
手
は
笑
顔
に
な
り
、
自
分
も

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
児
童

会
活
動
を
通
じ
て
、
思
い
や
り
や
あ
り

が
と
う
の
気
持
ち
を
み
ん
な
で
共
有
す

る
こ
と
で
、
学
校
全
体
に
優
し
さ
や
気

配
り
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、
い
じ
め
の

な
い
楽
し
い
田
頭
小
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

学校全体に思いやりやありがとうの気持ちを広げる

田頭小児童会の取り組み

「けじめを持っていじめのない学校」
実現のために

１ 「さん付け」キャンペーン
９月25～28日

　あだ名や呼び捨てで傷つく人もいるの
で、日常から「さん付け」に取り組んでい
ます。期間中は「さん付け」で呼ぶことが

　ふわふわ言葉（言われてうれしくなる
言葉や元気になる言葉、心が温かくなる
言葉）をふわふわの実（カード）に書いて、

　１年間お世話になった人（先生や友達
など）や物（校舎や勉強道具など）に対し
ての感謝の気持ちを「ありがとう」の花に
書いて、感謝の思いがたくさん咲いた木

２ 思いやりキャンペーン
11月13～22日

３ ありがとうの木キャンペーン
３月予定

髙橋 史 児童会長

できた人数とできなかった人数を全児童
から報告してもらい、執行部で集計しま
した。

木に貼っていく取り組みです。昼の校内
放送で全校児童に紹介します。

に育てあげます。思いやりキャンペーン
同様、校内放送で紹介する計画です。

宮 康幸 校長

ど
の
子
も
笑
顔
で
安
心
し
て
通
え
る
学
校
に

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
や
保
護
者
で
見
守
ろ
う

い
じ
め
問
題
に
対
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

そ
し
て
、
思
い
。

地域

家庭

学校

行政

行政

学校

地域

家庭

0405 No.282 ◎2018．12.6



▶子どもの良き相談相手になって、気持ちを受け入れてあげましょう。
▶様子がおかしくても、問い詰めたり、結論を急いだりしないようにしましょう。
▶何があっても「守りぬく」「必ず助ける」ことを真剣に伝えましょう。
▶いじめている人が悪く、いじめられている人は悪くないと伝えましょう。
▶子どもに次のようなことは言わないようにしましょう。
　「無視しなさい」「大したことではない」「あなたにも悪いところがある」「弱いからいじめられる」

　
子
ど
も
は
、
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
大
人
に
相
談
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
親
に
心
配
を
か
け
た
く
な

い
と
い
う
思
い
や
、
告
げ
口
が
い
じ
め
て

い
る
側
に
知
ら
れ
、
い
じ
め
が
エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
の
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

言
葉
で
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
、
生
活
の
中
で
行
動
や
態
度
に

「
い
じ
め
の
サ
イ
ン
」が
現
れ
ま
す
。

　
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
下
記

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
ら
、ま
ず
は
責
め
ず
に「
理

由
」に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
が
発
す
る

い
じ
め
の

サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
。

言動の変化 服装や持ち物の変化 身体的な変化
□

□

□
□
□

□

□

□

学校に行きたがらない。遅刻や早
退が増えた。
自分の部屋に閉じこもり、外出し
たがらない。
感情の起伏が激しくなる。
学校や友だちの話をしなくなる。
親しかった友だちとの付き合い
がなくなる。
遊びの中で笑われたり、からかわ
れたりしている。
勉強をしなくなる。集中力がなく
なる。
パソコンやスマホをいつも気に
している。

□

□

□

□

□

持ち物（文房具、教科書など）がよ
くなくなる、壊れている、汚れて
いる。
持ち物に落書きがある（カバン、
学校の机など）。
お金がなくなる（貯金箱のお金、
親兄弟、祖父母などのお金がなく
なる）。
大切にしていたものがなくなる
（友だちに貸した、売ったと言う）。
服を破いてきたり、汚してきたり
する。

□

□
□
□

□
□

腹痛、頭痛、吐き気、めまいなど
体の不調を訴える。
表情が暗く、笑顔がなくなる。
食欲がなくなる。
寝つきが悪かったり、夜眠れない
日が続く。
朝起きられない、起きてこない。
理由を言わない、理由が不自然な
傷やあざがある。

い
じ
め
相
談
窓
口

市教育委員会事務局教育指導課 平日 8：30~17：15 ☎ 0195-74-2463

ふれあい電話（県立総合教育センター） 平日 9：00~17：00 ☎ 0198-27-2331

24 時間子ども SOSダイヤル（いじめ相談窓口） 24 時間対応 ☎ 0120-0-78310

子どもの人権 110 番（盛岡地方法務局） 平日 8：30~17：15 ☎ 0120-007-110

チャイルドライン（チャイルドライン支援センター） ㈪～㈯ 16：00~21：00 ☎ 0120-99-7777

ヤングテレホンコーナー（県警本部少年サポートセンター） 平日 9：00~17：45 ☎ 019-651-7867

いじめに早く気付き、早く対応することが大切です。まずは学校へ相談しましょう。

チェックから、いじめの兆候や様子が見られたら…

いじめる側にだって
サインが見られます

□

□

□
□
□

与えた以上のお金を持っている。
買った覚えのないものを持っている。
言葉遣いが荒くなる。人の言うことを聞かない。人のことをばかにする。

◎
第
21
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道

大
会（
10
月
14
日
、盛
岡
市
・
県
営
武
道

館
）

【
形
】◇
団
体
▼
小
学
1
・
2
年　
❸
協

会
西
根

◇
個
人
▼
小
学
1
年
以
下
男
子　
❶
柴

崎
敦た

い
が雅（
協
会
西
根
）

【
組
手
】◇
個
人
▼
小
学
1
年
以
下
男
子

❸
柴
崎
敦
雅

◎
第
60
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ジ
ャ
ン
プ
大
会

（
11
月
4
日
、
北
海
道
・
札
幌
市
）

【
男
子
】　
❶
小
林
陵
侑（
土
屋
ホ
ー
ム
、

松
尾
中
卒
）

◎
第
13
回
市
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

兼
第
9
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
祭

り（
11
月
4
日
、
松
尾
総
合
運
動
公
園
）

【
男
子
】◇
個
人
▼
1
・
５
㌔
▽
小
学
生

低
学
年　
❶
和
井
内
海か

ざ
と聖（
田
山
ス
ポ

少
）❷
林
紘
太
郎（
寄
木
）❸
井
上
翔
太

（
西
根
ミ
ニ
バ
ス
）

▽
小
学
生
中
学
年　
❶
藤
澤
蒼
弥（
西

根
ミ
ニ
バ
ス
）❷
八
幡
陸
斗（
田
山
ス
ポ

少
）❸
髙
橋
皇こ

う
せ
い晴（
松
尾
野
球
ス
ポ
少
）

▼
2
㌔
▽
小
学
生
高
学
年　

❶
伊
藤

飛ひ
ゅ
う
が我（
岩
鷲
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）❷

佐
々
木
直
斗（
西
根
ミ
ニ
バ
ス
）❸
和
井

内
海み

な
ぎ凪（
田
山
ス
ポ
少
）

▼
４
㌔
▽
中
学
生　
❶
中
軽
米
大
地（
松

尾
）❷
成
田
健
太（
安
代
ス
キ
ー
ス
ポ
少
）

❸
荒
川
由ゆ

う
せ
い征（
安
代
ス
キ
ー
ス
ポ
少
）

▼
６
㌔
▽
一
般　
❶
永
井
陽
一（
市
ス

キ
ー
連
盟
）❷
角
掛
洋
一（
Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｃ

ａ
？　
Ｊ
ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
ｉ
Ｔ
Ａ
）❸
渡
辺

良
平

◇
駅
伝
▼
４
×
1
・
５
㌔
▽
小
学
生　

❶
岩
鷲
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
❷
田
山

ス
ポ
少
❸
西
根
ミ
ニ
バ
ス
Ａ

※
男
女
混
合
チ
ー
ム
を
含
む

▼
４
×
２
㌔
▽
中
学
生　
❶
西
中
駅
伝

部
❷
チ
ー
ム
安
保

※
男
女
混
合
チ
ー
ム
を
含
む

【
女
子
】◇
個
人
▼
1
・
５
㌔
▽
小
学
生

低
学
年　
❶
津
志
田
夢
愛（
寄
木
）❷
高

橋
咲さ

き（
田
頭
バ
レ
ー
ス
ポ
少
）❸
佐
々
木

凛り

ほ歩（
西
根
ミ
ニ
バ
ス
）

▽
小
学
生
中
学
年　
❶
髙
橋
こ
こ
ね

（
松
尾
野
球
ス
ポ
少
）❷
金
田
一
凛（
大

更
）❸
山
下
実み

お桜（
西
根
ミ
ニ
バ
ス
）

▼
2
㌔
▽
小
学
生
高
学
年　
❶
阿
部
美

莉
亜（
松
尾
ス
キ
ー
ス
ポ
少
）❷
小
山
田

凛
花（
安
代
ス
ポ
少
陸
上
部
）❸
遠
藤
莉

帆（
田
頭
バ
レ
ー
ス
ポ
少
）

▼
４
㌔
▽
中
学
生　
❶
山
本
千
鶴（
松

尾
）❷
伊
藤
凜（
寺
田
柔
道
ス
ポ
少
）
❸

八
幡
優
那（
安
代
ス
キ
ー
ス
ポ
少
）

▽
一
般　
❶
森
冬と

き

こ
姫
子（
盛
岡
三
高
、松

尾
中
卒
）

◇
駅
伝
▼
４
×
1
・
５
㌔
▽
小
学
生　

❶
安
代
ス
ポ
少
陸
上
部
Ａ
❷
西
根
ミ
ニ

バ
ス
Ａ
❸
田
頭
バ
レ
ー
Ａ

▼
４
×
2
㌔
▽
中
学
生　
❶
西
根
第
一

バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
少
Ｂ
❷
松
尾
❸
西
根

第
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
少
Ａ

◎
第
12
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
大
会（
11
月
8
日
、松
尾
総
合
運
動

公
園
）

【
男
子
】　
❶
斎
藤
隆（
平
舘
同
志
会
）❷

小
野
寺
清
一（
舘
山
）❸
遠
藤
新
一（
寺

田
）❹
髙
橋
新
一（
ま
つ
お
）❺
松
村
幸

一
郎（
南
大
更
）❻
斎
藤
貞
男（
安
代
）

【
女
子
】　
❶
髙
橋
カ
ツ
エ（
北
鷲
会
）❷

畠
山
ト
ヨ（
舘
山
）❸
菅
原
幸
子（
ま
つ

お
）❹
髙
橋
育
子（
平
舘
）❺
斉
藤
照（
平

舘
同
志
会
）❻
伊
藤
宏
子(

南
大
更
）

◎
県
中
学
校
新
人
大
会

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
11
月
1７
、
1８

日
、
宮
古
市
民
総
合
体
育
館
ほ
か
）

▼
団
体　
❸
西
根

◎
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｗ
杯

（
11
月
1７
、1８
日
、ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ビ
ス

ワ
）

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
団
体
第
1
戦　

❹
日
本【
小
林
潤
志
郎（
雪
印
メ
グ
ミ
ル

ク
、
松
尾
中
卒
）、
小
林
陵
侑
ほ
か
】

▼
個
人
第
1
戦　
❸
小
林
陵
侑

◎
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｗ
杯

（
11
月
24
、25
日
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ル

カ
）

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
個
人
第
２
戦　

❶
小
林
陵
侑　
※
Ｗ
杯
初
優
勝

▼
個
人
第
３
戦　
❶
小
林
陵
侑

◇
複
合
▼
団
体
第
1
戦　
❷
日
本【
永

井
秀
昭（
岐
阜
日
野
自
動
車
、
田
山
中

卒
）ほ
か
】

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

　バレーボール女子元日本代表　佐野優子さんによる
バレーボール教室＆フリートークショーを開催

　バレーボール女子元日本代表で、ロンドンオリ
ンピック銅メダル獲得に貢献した佐野優子さんに
よるバレーボール教室とフリートークショー（市体
育協会主催）は11月24日、市総合運動公園体育館で
開かれました。
　市内外の小・中学生約100人が参加。リベロとし
て活躍した佐野さんは、両腕できれいな面をつく
ることの重要さを伝え、レシーブの基本動作など
を子どもたちに直接指導しました。
　トークショーでは「落ち込んだ時には友達や両親
など周りの人に相談し、助けてもらいながら乗り
越えてきた」と佐野さん自身の経験を紹介。「皆さ
んも、周りの人に助けてもらいながら頑張ってほ
しい」と子どもたちにエールを送りました。

ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

1レシーブの基本動作を丁
寧に教える佐野さん　2元
日本代表のレシーブの動作
に見入る中学生　3トーク
ショーで児童・生徒の質問
に応える佐野さん

１２
３
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ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

◎
秋
季
交
通
安
全
功
労
者
・
優
良
運
転

者
等
表
彰（
10
月
1８
日
、
岩
手
警
察
署
）

◆
東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
▼
優
良
学
校　
田

山
小
▼
優
良
運
転
者　
村
木
一
夫

◆
交
通
栄
誉
章（
緑
十
字
銅
章
）・
全
国

交
通
安
全
協
会
長
表
彰
▼
優
良
運
転
者　

矢
羽
々
俊
雄
、
立
花
榮
喜

◆
県
警
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会
長

連
名
表
彰
▼
優
良
運
転
者　
工
藤
み
つ

子
、
伊
藤
ミ
ツ
子
、
澤
口
繁
美
、
髙
橋

良
美
、
種
市
月
子
、
髙
橋
友
幸
、
髙
橋

勇
一
、
古
川
幸ゆ

き
お夫
、
小
野
寺
栄
子
、
田

村
市
郎
、
工
藤
弘
光

◆
岩
手
署
長
・
北
岩
手
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰
▼
優
良
運
転
者　
小
野
寺

の
り
子
、
工
藤
美
栄
子
、
三
浦
節
子
、

小
林
せ
い
子
、工
藤
宗
雄
、井
上
雅
友
、

工
藤
充み

つ
の
り儀

、田
村
み
え
子
、古
川
啓
子
、

佐
藤
勝
俊
、
片
野
正
子
、
千
葉
明
彦
、

西
川
光
子

◆
北
岩
手
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
▼
感

謝
状　
佐
藤
恵
子
、
小
山
田
保
典

◎
い
わ
て
教
育
の
日
の
集
い（
10
月
31

日
、
県
民
会
館
）

◆
教
育
表
彰
▼
教
育
行
政
分
野　
羽
沢

憲
英

◎
食
の
お
も
て
な
し　
調
理
師
の
つ
ど

い（
11
月
１
日
、ホ
テ
ル
ル
イ
ズ
）

■　

受
賞
フ
ァ
イ
ル
（
敬
称
略
）

■
市
勢
功
労
者
表
彰

◇
功
労
表
彰　

小
野
寺
昭
一（
荒
木

田
）、
田
村
孝（
松
久
保
）、
髙
橋
守
男

（
畑
）、
遠
藤
弘
見（
帷
子
）、
岩
舘
栄え

い
し
ん信

（
柏
台
三
丁
目
）、齊
藤
和
子（
日
瀬
通
）、

三
浦
秀
子（
日
瀬
通
）

◇
特
別
表
彰　
森
風ふ

き

こ
姫
子（
上
野
駄
）、

平
舘
高
家
庭
ク
ラ
ブ
、
佐
藤
實み

の
る（
荒

屋
）、
岩が

ん
じ
ゅ
ご
し
ん

鷲
護
神
ハ
チ
マ
ン
タ
イ
ラ
ー

◇
善
行
表
彰　
田
村
正
二
郎（
東
）、
㈱

高
建
工
業
、
中
軽
米
勝ま

さ
る（

寄
木
新
田
）、

松
村
真
弓（
中
関
）、
髙
橋
春
樹（
下
平

笠
）

■
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
長
表
彰

田
村
利
也（
東
）、伊
藤
重
昭（
五
日
市
４

区
）、
三
浦
修（
愛
の
山
）、
三
浦
ナ
ヲ

（
平
長
）、
松
舘
巖い

わ
お（

山
子
沢
）、
伊
藤
忠

男（
荒
屋
）、
瀬
川
愛
子（
駅
前
二
区
）、

少年少女の詩「江間章子賞」を受賞した皆さん

市
民
憲
章
推
進
大
会
を
開
催
し

市
勢
功
労
者
や
江
間
章
子
賞
な
ど
を
表
彰

　
市
民
憲
章
推
進
大
会
は
11
月
３

日
、
西
根
地
区
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、市
勢
功
労
者
と
第
21
回
少
年
少

女
の
詩「
江
間
章
子
賞
」の
入
賞
者

な
ど
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
推
進
大
会
に
は
、約
３
０
０
人
が

出
席
。
市
民
憲
章
を
唱
和
し
た
後
、

市
の
発
展
に
寄
与
し
た
個
人
や
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ル
ワ
ン
ダ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
筑
波
大
大
学

院
生
の
嘉か
し
ょ
う
そ
ら
ち

正
空
知
氏
が「
ル
ワ
ン
ダ

と
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
つ
い
て
」と
題
し
講
演
。

８
月
に
本
市
が
同
国
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
に
な
っ
た
こ
と
や
、同
国
の
歴

史
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
な
お
、被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で

す（
敬
称
略
）。

＝
下
町
三
区
＝

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

藤
江
智
明（
寺
田
）、
伊
藤
政
子（
南
寄

木
）、
本
宮
武
彦（
曲
田
横
間
）

■
第
21
回
少
年
少
女
の
詩

◇
江
間
章
子
賞　
▼
中
学
校　
佐
藤

小こ
す
ず鈴（
湯
田
２
年
）▼
小
学
校
▽
高
学

年　
工
藤
光ひ

な

こ
南
子（
松
野
６
年
）▽
中
学

年　
髙
橋
琉る

か華（
大
更
４
年
）▽
低
学
年　

佐
々
木
美
織（
田
頭
２
年
）

◇
市
長
賞　
▼
中
学
校　
千
葉
舟し

ゅ
う（

渋

民
３
年
）▼
小
学
校
▽
高
学
年　
石
川

岳（
柏
台
６
年
）▽
中
学
年　
工
藤
優ゆ

う
む武

（
平
舘
４
年
）▽
低
学
年　
今
村
心こ

は
る晴

（
平
笠
２
年
）

◇
市
教
育
長
賞　
▼
中
学
校　
岡お

か
そ
と外
は

な（
西
根
第
一
３
年
）▼
小
学
校
▽
高
学

年　
勝
又
未み

ひ
ろ宙（
柏
台
５
年
）▽
中
学
年　

田
村
和
樹（
平
舘
４
年
）▽
低
学
年　
加

藤
晄こ

う
だ
い
大（
田
頭
２
年
）

ルワンダの伝統的な織物で仕立てたスーツ姿で講演
した嘉正氏

髙橋さよさん＝中村＝

最優秀賞の受賞者（前列左から佐々木心雪さん、工藤さく
らさん、佐々木杏優さん）

◆
優
良
調
理
師
県
知
事
表
彰　
小
野
寺

均（
盛
岡
大
付
属
高
・
学
校
寮
）

◎
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰（
11
月
2

日
、
盛
岡
市
都
南
文
化
会
館
）

■
県
知
事
表
彰

◆
交
通
指
導
員
▼
金
章（
精
勤
15
年
以

上
）　
佐
藤
進
、
中
村
直
美
▼
銀
章（
精

勤
10
年
以
上
）　
工
藤
豊
弘

■
県
交
通
指
導
隊
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
精
勤
５
年
以
上
）　
鈴
木
綾
子
、
種
市

啓
司

◎
第
58
回
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会

（
11
月
１
～
３
日
、
東
京
都・す
み
だ
ト

リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）

◆
シ
ニ
ア
編
１
部
▼
優
勝　
伊
藤
富
子

◆
小
学
生
グ
ラ
ン
プ
リ
▼
３
位　
日
戸

楓か

の乃
◆
金
寿
編
▼
入
賞　
竹
田
よ
ゑ
子

◎
第
７
回
東
北
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク

ー
ル（
11
月
1８
日
、
福
島
県・白
河
文
化

交
流
館「
コ
ミ
ネ
ス
」）

▼
準
優
勝　
松
川
一
の
宮
太
鼓
は
な
組

【
三
浦
陸
、
遠
藤
の
り
か
、
澤
尻
月つ

く
ご護

、

伊
藤
亜
紀
、
伊
藤
綾あ

や
み海
、
上
山
航
平
、

上
山
漣
司
、田
村
京み

や
び珠
、佐
々
木
夢ゆ

あ歩
、

本
堂
音お

と
は華
、山
田
姫き

さ

ら
桜
来
、上
山
瑶
太
、

遠
藤
ゆ
め
か
、
遠
藤
ほ
の
か
、
澤
尻
眞

由
佳
】

※
平
成
31
年
３
月
24
日
㈰
に
福
島
県
で

開
催
さ
れ
る
第
21
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ

ア
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
権
を
獲
得

長年の人権擁護委員活動が評価され

髙橋さよさんに法務大臣表彰

長年の統計調査員業務に尽力された

統計調査員２人に大臣表彰

た。悩み事や心配事の相談に耳を傾け、地域のイ
ベントで人権啓発活動を積極的に行うなど、長年
の人権擁護および人権思想の普及に貢献されたこ
とが認められました。

　人権擁護委員の
髙橋さよさんは10
月22日、法務大臣表
彰を受賞しました。
　髙橋さんは、平成
20年から人権擁護委
員を務めてきまし

　30年度統計功績者
表彰で、松村敏也さ
んが総務大臣表彰
を、工藤久

く み

美さんが
経済産業大臣表彰を
受賞しました。
　2人は平成６年度
から統計調査に従

事。松村さんと工藤さんは「受賞は大変うれしい。
地域の皆さんの協力に感謝したい」と喜びを語り
ました。

瑞宝双光章（防衛功労）
元2等陸尉

髙橋 正憲 さん（61）

　秋田県出身の髙橋正憲さんは、昭和51
年３月に陸上自衛隊第21普通科連隊（秋田
県）へ入隊。自衛隊岩手地方連絡部（盛岡
市）を経て、岩手駐屯地（滝沢市）までの35
年間、陸上自衛官として国・地域のため
に尽力されました。髙橋さんは「幹部時代
は激務だったが、上司に恵まれ、同僚や
家族の支えで任務を完遂することができ、
とても感謝しています。受章は大変光栄
です」と笑顔を浮かべました。
　髙橋さんは定年退官後、平成24年から
岩手駐屯地の非常勤隊員として、現在も
業務に当たっています。

＝下町三区＝

　西根ライオンズクラブは11月７日、第31回
平和ポスターコンテスト（ライオンズクラブ国
際協会主催）の西根・松尾地区表彰式を市商工
会館で行い、入賞者19人に表彰状を贈りました。
　両地区の小学校4年生から中学校３年生ま
での児童・生徒を対象に募集し、145人が応募。
応募した児童・生徒は、テーマの「思いやりは
大切なこと」に対して、自分の思いや願いをポ
スターで表現しました。
　最優秀賞には工藤さくらさん（西根第一中
１年）、佐々木心雪さん（松野小６年）、佐々
木杏

き ょ う
優さん（松野小６年）の作品が選ばれまし

た。そのほかの被表彰者は右記の通りです（敬
称略）。

「思いやりは大切なこと」を表現
平和ポスターコンテスト開催

◆優秀賞
松村洸志（大更小５年）
田村心

こ は な
花（大更小５年）

阿部美莉亜（柏台小６年）
西山凜

り の
乃（平舘小６年）

遠藤さくら（平舘小６年）
伊藤琥

こ は く
珀（田頭小６年）

伊藤颯
さ つ き

希（平笠小５年）
工藤光

ひ な こ
南子（松野小６年）

　佐々木璃
り い な

泉菜（松野小６年）
　三浦亜

あ こ
香（寄木小５年）

　岡石明
あ す か

佳（寄木小６年）
　川村花

は な き
妃（西根中2年）

　山口侑
ゆ な

愛（西根第一中2年）
　佐々木彩那（西根第一中３年）
　安保瑞希（松尾中１年）
　中嶋優

ゆうしん
掌（松尾中１年）

松村敏也さん
＝下町一区＝

工藤久美さん
＝秋葉＝
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市
は
、
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い

地
域
の
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
の
移
動
に
は
便
利
な

コ
ミ
バ
ス
を
利
用
し
よ
う

　
気
温
が
お
お
む
ね
氷
点
下
４
度
以
下
に

な
る
と
水
道
が
凍
結
し
、
破
裂
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
就
寝
時
や
外
出
な
ど
で
水

道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、
必
ず
水
抜
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
道
が
凍
結
し
、
解
凍
で
き
な
い
と
き

は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
解

凍
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
者
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課
経
理
係

（
☎ 

・
内
線
１
２
７
４
）

水
道
の
凍
結
に
注
意

水
抜
き
を
忘
れ
ず
に

　
岩
手
県
農
業
会
議
お
よ
び
Ｊ
Ａ
岩
手
県

中
央
会
の
相
談
員
に
よ
る
農
業
者
年
金
巡

回
相
談（
個
別
相
談
）を
行
い
ま
す
。

　
新
規
加
入
や
受
給
手
続
き
の
方
法
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
相
談
員
に
よ
る

巡
回
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

西
根
・
松
尾
会
場

▼
日
時　
12
月
19
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で

▼
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

安
代
会
場

▼
日
時　
12
月
19
日
㈬
午
後
２
時
か
ら
４
時

ま
で

▼
場
所　
安
代
総
合
支
所

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
で

e
‒
T
a
x
の
利
用
が
便
利
に

　
31
年
１
月
か
ら
e
‒
T
a
x（
電
子
申

告
）の
利
用
手
続
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
e
‒
T
a
x
を
利
用
し
申
告

す
る
場
合
に
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

と「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」が
必
要

で
し
た
が
、
事
前
に「
Ｉ
Ｄ（
利
用
者
識
別

番
号
）」と「
パ
ス
ワ
ー
ド（
暗
証
番
号
）」を

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
振
興
係（
☎
・
内
線
１
３
５
２
）

取
得
・
設
定
す
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
、
簡
単
に
e
‒

T
a
x
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
通
常
、
税
務
署

で
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
市
役
所
に

特
設
会
場
を
設
置
し
ま
す
。
短
時
間
で
取

得
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
13
日
㈭
午
後
０
時
半
か
ら

３
時
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
持
参
書
類

▼
運
転
免
許
書
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

▼
利
用
者
識
別
番
号
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
そ
れ
が
分
か
る
書
類（
申
告
書
の
控

え
や
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た「
確
定
申

告
の
お
知
ら
せ
は
が
き
」な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係（
☎

・
内
線
１
１
２
４
）ま
た
は
盛
岡
税
務
署
個

人
課
税
第
一
部
門（
☎
６
２
２・６
１
４
１
）

㊟
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定
的
な
対

応
で
あ
る
た
め
、
お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
は
、
結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
人

を
応
援
す
る
た
め
、
無
料
結
婚
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
相
談
者
の
状
況
や
婚
活
環
境
を
踏
ま
え

て
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
婚
活
方
法

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
1７
日
㈪
❶
午
前
９
時
か
ら

❷
午
前
10
時
半
か
ら
❸
午
後
１
時
か
ら
❹

午
後
2
時
半
か
ら（
１
組
８0
分
以
内
で
完

全
予
約
制
）

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
申
込
期
限　
12
月
13
日
㈭

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
地
域
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福
祉
総

務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

無
料
結
婚
相
談
会
を
開
催

　
市
は
、
31
年
消
防
出
初
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

■
日
時　
31
年
１
月
３
日
㈭
午
前
10
時
40

分
か
ら

■
場
所　

▼
分
列
行
進
＝
安
代
総
合
支
所
西
側
市
道

▼
式
典
＝
安
代
総
合
支
所
前
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
消
防
防

災
係（
☎・
内
線
１
２
６
６
）

消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す

　
市
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

　
買
い
受
け
を
希
望
す
る
人
は
、
必
要
事

項
を
確
認
の
上
、公
売
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
売
却
予
定
動
産

※
引
き
渡
し
場
所
は
西
根
総
合
支
所
車

庫
で
、
現
状
有
姿
で
の
引
き
渡
し
と
な

り
ま
す
。

※
動
作
確
認
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
八
幡
平

市
は
瑕か

し疵
担
保
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

■
公
売
日
時　
12
月
21
日
㈮
午
前
10
時
半　

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
50
分
か
ら
10
時

20
分
ま
で

■
公
売
会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
公
売
方
法　
入
札
方
式

■
売
却
決
定　
公
売
日
同
日

■
参
加
に
必
要
な
物

❶
印
鑑（
個
人
の
場
合
は
参
加
者
本
人
の

印
、
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
）

❷
委
任
状（
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
に

必
要
）

❸
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
）

❹
買
い
受
け
代
金

■
そ
の
他

▼
公
売
前
に
滞
納
市
税
が
完
納
さ
れ
た
場

合
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

▼
買
い
受
け
代
金
は
売
却
決
定
後
、
公
売

日
同
日
に
一
括
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
税
滞
納
者
は
、
公
売
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

▼
下
見
は
12
月
1７
～
19
日
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
の
間
で
対
応
。
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
納
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
９
）

　
市
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
始
し

ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
登
録
さ
れ

た
市
内
の
空
き
家
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
に
掲
載
し
、
購
入
ま
た
は
賃
借
を
希

望
す
る
人
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
仕

組
み
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
始

登
録
物
件
募
集
し
て
い
ま
す

　
空
き
家
を
売
り
た
い（
貸
し
た
い
）人
は

ご
登
録
く
だ
さ
い
。
登
録
は
無
料
で
す
が
、

売
買（
賃
貸
）の
契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
、

仲
介
業
者
へ
の
手
数
料
が
発
生
す
る
場
合

が
り
あ
ま
す
。

■
登
録
で
き
る
物
件

❶
市
内
に
建
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
所
有

者
は
市
外
在
住
で
も
可
。

❷
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
。

❸
個
人
の
居
住
を
目
的
に
建
築
し
た
一
軒

家
で
あ
る
。

❹
家
財
道
具
が
あ
る
程
度
片
付
い
て
お

り
、
す
ぐ
に
入
居
で
き
る
。

❺
土
地
と
建
物
の
所
有
者
が
一
致
し
て
い

る
。

❻
筆
界
未
定
地
な
ど
、
契
約
が
困
難
な
状

態
で
は
な
い
。

※
老
朽
化
が
著
し
く
、
大
規
模
な
補
修
が

必
要
な
場
合
は
登
録
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
登
録
前
に
必
ず「
水
回
り
、
ガ
ス
」な
ど

の
点
検
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
地
域
戦

略
係（
☎
・
内
線
１
２
１
０
）

❶
エ
ン
ジ
ン
薪
割
り
機

◎
見
積
価
額　
３
万
円

◎
基
本
情
報

▼
色　
赤

▼
型
式　
E
L
S
‒
8
T

▼
燃
料
タ
ン
ク
容
量　
１・９
㍑

▼
最
大
破
砕
力　
8
㌧

▼
状
態　
傷
、
サ
ビ
、
汚
れ
な
ど
経
年
劣
化

が
あ
り
ま
す
。

❷
メ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ス
コ
ン
テ
ナ

　
ア
ト
夢
l
i
g
h
t

◎
見
積
価
額　
１
万
円

◎
基
本
情
報

▼
状
態　

コ
ン
テ
ナ
部
分
の
み
と
な
り
ま

す
。昨
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

小
傷
、
汚
れ
な
ど
経
年
劣
化
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
公
売
し
ま
す

❶エンジン薪割り機

❷メッシュホースコンテナ

　

な
お
、
西
根
・
松
尾
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
、
東
北
防
衛
局
の
特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
地
域
振

興
係（
☎
・
内
線
１
１
５
１
）

「
市
役
所
か
ら
の
H
O
T 

L
I
N
E
」は
引
き
続
き
14
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す

前回の出初式での分列行進（本庁舎前）

市役所からのHOT LINE
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限12月25日）　市県民税（第４期）、国民健康保険税（第６期） 市税納期（納期限１月31日）　国民健康保険税（第７期）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
吉田内科呼吸器科医院（☎70-1100） かづの厚生病院（☎23-2111）
西根病院（☎76-3111） 福永医院（☎35-3117）
平舘クリニック（☎74-3120） 大里医院（☎22-1251）
東八幡平病院（☎78-2511） 本田医院（☎35-3002）
森整形外科（☎76-2318） 長橋医院（☎23-7612）
八幡平こどもクリニック（☎75-2632） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）
にしね眼科クリニック（☎70-2711） 小坂町診療所（☎29-5500）

笹村整形外科（☎30-0035）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
スマイル薬局（☎75-2871） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） 村木薬局（☎22-0372）※日曜開局
さいとう薬局（☎72-2130） 日本調剤薬局（☎30-1193）
白樺薬局（☎74-3363） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
柏台薬局（☎71-1001） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
大更調剤薬局（☎70-1320） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
あさひ薬局（☎75-2227） 共創未来鹿角薬局（☎30-1850）
つぐみ薬局（☎76-2900） 薬局高橋屋（☎37-4700）
みのり薬局（☎75-2333） すみれ調剤薬局小坂店（☎29-5121）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学付属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-635-1305
もりおかこども病院（こども） 019-662-5656
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。

12月17日〜１月20日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

12月21日㈮
１月18日㈮
10：00～15：00

市役所本庁舎
※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） １月10日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76-3111）

糖　尿　病  毎週火曜日　　　　　午前中
循　環　器  第２・４水曜日　　　10：00～
呼　吸　器  第３月曜日　　　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　　　14：00～
神　　　経 第３木曜日　　　　　14：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科・外科 毎週月・木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■ 平 舘 コ ミ セ ン ＝ 映 画 会　
10：30～11：30（平舘保育園）

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談離乳食講習【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝健診結果説明
会【受付】　9：15～9：30、13：15～
13：30、17：45～18：00（市役所多
目的ホール棟）
■寺田コミセン＝健康体操教
室　13：30～15：00

■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■寺田コミセン＝▶幼児映画
会　10：00～10：30（寺田保育所）
▶子ども映画会　15：20～16：00

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■舘市コミセン＝ハーバリウ
ム体験教室　10：00～12：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

■振替休日
■市役所閉庁日

■博物館休館日
■図書館休館日

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝献血　9：30～
12：00（ＪＡ新いわて八幡平営
農経済センター）、14：00～16：30

（市役所結のひろば）
■田頭コミセン＝青少年講座

「キャンドルづくり＆夢灯り
体験」　14：00～17：30

■図書館休館日（図書整理日）

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）福永医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局西根中学校
前店、さいとう薬局・（鹿角）
黒沢薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■元日
■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日
■田山コミセン＝田山地域新
年交賀会　11：00～14：00

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日
■防災安全課＝市消防出初式　
10：40～12：00（安代総合支所
前駐車場）
■五日市コミセン＝五日市新
しい年を祝う会　13：00～15：30

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）本田医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局・（鹿角）黒
沢薬局

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）長橋医院▶当番薬局
（市内）大更調剤薬局・（鹿角）
共創未来鹿角薬局

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）あさひ薬局・

（鹿角）薬局高橋屋

▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）小坂町診
療所▶当番薬局（市内）つぐみ
薬局・（鹿角）すみれ調剤薬局
小坂店

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■地域振興課＝田山クロスカ
ントリー大会（田山グラウン
ド）　※８日まで
■平舘コミセン＝ミズキ団子
作り　9：00～14：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
13：00～14：50（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■荒屋コミセン＝移動図書　
12：00～14：35（田山地区）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）

■健康福祉課＝献血　9：30～
12：00（安代総合支所）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■成人の日
■市役所閉庁日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■博物館休館日
■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：15（市役所多目的ホール棟）
▶１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■大更コミセン＝自主防災組
織に関する研修会　18：00～
20：30

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■選挙管理委員会＝全国明る
い選挙啓発ポスターコンクー
ル八幡平市入選作品展　終日

（市役所結のひろば）　※28日
まで

■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）
■健康福祉課＝糖尿病予防教
室　10：00～10：30（市役所多目
的ホール棟）

▶当番医（市内）にしね眼科ク
リニック・（鹿角）長橋医院▶
当番薬局（市内）みのり薬局、
さいとう薬局・（鹿角）黒沢薬
局

31	

7	

12/17	 18	 19	 21	

24	 26	 27	 28	

1/1	 2	 3	 4	

8	 9	 10	 11	

25	

20	

14	 15	 16	 17	 18	

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00
■大更コミセン＝青少年講座

「カーリング体験」　9：00～
14：00（盛岡市アイスリンク）

■天皇誕生日
■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）吉田内科呼吸
器科医院・（鹿角）かづの厚生
病院▶当番薬局（市内）スマイ
ル薬局・（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）白樺薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30
■荒屋コミセン＝荒屋地区新
年懇話会　10：00～13：00
■大更コミセン＝実践交流
会 ・ 大 更 地 区 新 年 交 賀 会　
17：00～21：00

■市役所閉庁日
■寺田コミセン＝寺田地域新
年交賀会　12：30～16：00

▶当番医（市内）吉田内科呼吸
器科医院・（鹿角）笹村整形外
科▶当番薬局（市内）スマイル
薬局・（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■地域振興課＝▶県中学校・
高等学校スキー大会（安比高
原スキー場、田山グラウンド、
矢神飛躍台）▶県スキー選手
権ノルディック種目（田山ス
キー場ほか）　※両大会とも
14日まで
■寺田コミセン＝▶鏡開き柔
道大会　9：00～12：00（寺田柔
剣道場）▶ヨガ教室　10：30～
12：00
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■体協＝第13回市民ソフトバ
レーボール大会　9：00～12：00

（市総合運動公園体育館）
■大更コミセン＝青少年講座

「カーリング体験」　13：00～
16：00（盛岡市アイスリンク）
■ 図 書 館 ＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■地域振興課＝県民体育大会
スキー競技会（安比高原ス
キー場、田山グラウンド、矢
神飛躍台）　※20日まで
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■田頭コミセン＝田頭地区卓
球大会　9：10～14：00（田頭体
育館）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）白樺薬局・

（鹿角）日本調剤薬局

22	 23	

30	

5	 6	

12	 13	

19	 20

29	
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林業従事経験者の退職金 
制度加入の有無調べます

　林業退職金共済制度に加入して
いた人または加入していたかもし
れない人で、まだ退職金を未請求
の人は問い合わせください。
　また、被共済者あてに、現況調
査、アンケート調査を実施してい
ますのでご協力ください。
■問い合わせ先　（独）勤労者退職
金共済機構林業退職金共済事業本
部（☎03-6７31-2８８9）

アカデミーで１年間学び 
林業の知識や技術を習得

　県では「いわて林業アカデミー」
の来年度研修生を募集しています。
■選考日　31年１月12日㈯
■応募資格　昭和54年4月2日
以降生まれの高等学校卒業者（見
込み含む）
■応募期間　12月21日㈮まで
■給付金制度　あり
■問い合わせ先　県林業技術セン
ター研修部（☎019-69７-1536）

新規就農希望者を対象に 
セミナー＆相談会を開催

　（公社）県農業公社では「新農業
人フェア in いわて」を開催します。
■日時　31年１月12日㈯❶セミ
ナー　午前10時半から午後１時
まで❷個別相談　1 時から３時半
まで
■場所　アイーナ
■内容　❶支援情報の紹介、就農
者の事例発表など❷独立・自営就
農、雇用就農、体験、研修など
■問い合わせ先　同公社就農支援
部就農支援課（☎019-623-9390）

いわて年末年始無災害 
運動を展開しています

　年末年始は、慌ただしさに加え、
冬季の自然要因も加わり、労働災
害のリスクが高まります。凍結路
面での転倒や車両のスリップ事故
など冬特有の労働災害の防止に努
めましょう。
■運動実施期間　31年１月31日㈭
まで
■問い合わせ先　岩手労働局健康
安全課（☎019-604-300７）

春休みの期間を利用して 
海外研修してみませんか

　（公財）国際青少年研修協会で
は、小学３年生から高校３年生ま
でを対象とする海外研修交流事業
の参加者を募集しています。
■日程　31年３月24日㈰から4
月５日㈮まで　※コースにより
日数は異なります。
■研修先　イギリス・オーストラ
リア・カナダ・サイパン・ニュー
ジーランド・フィリピンなど
■内容　ホームステイ・英語研
修・文化交流・地域見学など

国の平和と安全守る 
自衛官候補生を募集

　防衛省では、陸 ･ 空・海（男・
女）自衛官候補生を募集します。
■試験日　❶ 31年１月20日㈰❷
2月３日㈰
■応募期間　❶12月16日㈰から
１月15日㈫まで❷１月13日㈰か
ら2月１日㈮まで
■試験会場　陸上自衛隊岩手駐
屯地
■応募資格　31年３月１日現在
1８歳以上33歳未満の人
■入隊予定　31年３月末
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）

消防法の規定に基づく 
消防設備士試験を実施

　(一財)消防試験研究センターで
は、消防設備士試験を実施します。
■試験日　31年2月23日㈯
■受験地　盛岡市
■申請受付期間　▶電子申請　１
月8日㈫から１月15日㈫午後５
時まで▶書面申請　１月11日㈮か
ら１月1８日㈮まで (消印有効)
■問い合わせ先　同センター岩手
県支部（☎019-654-７006）

■応募期限　2月１日㈮
■問い合わせ先　同協会（☎03-
641７-9７21）

除雪機は取扱説明書を 
読み正しく操作しよう

　冬の除雪機による事故を防ぐた
め、次の点に注意しましょう。
▶回転部に近づくときはエンジン
を止め、雪詰りには雪かき棒を使
う。▶後進するときは足元や障害物
に気をつける。▶雪を飛ばす方向に
注意し、絶対に人を近づけない。
■問い合わせ先　除雪機安全協議
会（☎03-3433-0415）

杉の子会の保育園で 
一緒に働きませんか

　（福）杉の子会では、保育士、保
育補助、看護師を募集しています。
■採用・試験　随時
■問い合わせ先　平舘保育園・園
長（☎７4-2025）

　
市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な
ど
の
除
雪

を
し
て
い
ま
す
。

▼
早
朝
か
ら
の
作
業
に
ご
理
解
を

　

朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す
る
た

め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま
す
。
作

業
に
よ
る
騒
音
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　
作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作
業
中
の
除
雪
車

に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
で
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宅
地
内
や
周
辺
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
な
ど
に

除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
宅
地
入
口
な
ど
は
、
各
家

庭
で
除
雪
さ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
願
い
ま

す（
路
面
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
る
な
ど
危
険

で
す
の
で
、
雪
は
道
路
に
絶
対
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
を
防
ぐ
た
め

の
雪
止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■　

排
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や
事
業

所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料
で
屋
根
の

雪
降
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、
私
道
な
ど
の
除

雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■
料
金　
左
表
の
通
り

■
申
込
先　

市
建
設
協
同
組
合（
☎
７

０
・
２
２
１
１
）

■　

身
近
な
雪
捨
て
場
を
開
放

　
市
は
、
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
宅
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
雪
捨
て
場　
下
の
地
図
の
通
り

■
利
用
時
間　

▽
西
根
地
区（
❶
）　
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で【
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
】

▽
松
尾
地
区（
❷
・
❸
）　
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で

※
❶
の
雪
捨
て
場
は
、
近
く
に
大
久
保
自

治
公
民
館
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
民
館
の

出
入
り
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
指
定

さ
れ
た
場
所
に
雪
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

５
㌧
以
上
の
車
両
は
進
入
不
可
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
管
理
係

（
☎
・
内
線
１
２
９
８
）

住宅周辺、生活私道の排除雪サービス料金（税込み）
手作業除雪（屋根の雪降ろし含む）

１時間単価（１人） 3，456 円
作業・機種 １時間単価

住宅排除雪運搬
２㌧車 7，560 円
４㌧車 9，288 円
10㌧車 12，636 円

ホイールローダ
（バケット使用）

小型 13，608 円
中型 16，308 円
大型 21，924 円

ホイールドーザ
（排土板使用）

小型 16，308 円
中型 21，924 円
大型 28，404 円

乗用ロータリ
小型 16，848 円
中型 24，084 円
大型 45，792 円

ハンドガイド式
手押ロータリ

小型 11，124 円
中型 12，204 円

※料金はいずれも標準料金であり、地形や積雪の状況、難易度
により変更になる場合があります。業者から事前に現地を見て
もらい、見積金額を確認後、依頼してください。

市
指
定
の「
雪
捨
て
場
」

❶平舘地区・旧学校給食セ
　ンター跡地

❷さくら公園旧観光協会前
　駐車場

❸市道前森線敷地の赤川橋
　付近

市
道
平
舘
大
更
線
（
旧
国
道
２
８
２
号
）
至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場

（旧学校給食センター）

大久保自治
公民館

雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

至八幡平 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会 雪捨て場

駐車場

さくら公園

市役所からのHOT LINE
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毎
月
広
報
を
発
行
し
会
員
へ
配
布
。

活
動
へ
の
参
加
呼
び
掛
け
や
欠
席
し

た
人
と
も
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1102 介護している。❺火災や風水害などで被害を受け、

その復旧のため家庭で保育できない。❻求職活動
を継続的に行っている。❼就学または職業訓練を
受けている。❽❶〜❼に類する場合で、保育が必
要と認められる場合。
■保育時間
▶保護者の就労時間などが１カ月120時間以上の
場合…保育標準時間（１日11時間までの利用）
▶保護者の就労時間などが１カ月60時間以上の
場合…保育短時間（１日8時間までの利用）
■31年度保育所（園）の募集定員

　市は、平成31年度保育施設の入所申し込みを受
け付けます。入所（園）を希望する場合は、期限内
に手続きをお願いします。
　すでに入所（園）している児童は、各施設から現
況届と就労証明書の用紙などを配布しますので、
各施設に書類を提出してください。
■受付期間　31年１月4日㈮から21日㈪まで
※申請用紙などは、12月20日㈭から市役所地域福
祉課、西根・安代両総合支所、田山支所および各
保育所（園）に備え付けます。
■保育を必要とする理由　保護者が次の❶〜❽の
いずれかの理由に該当している必要があります。
❶１カ月60時間以上働いている。❷妊娠中または
出産後間もない。❸病気や心身に障がいがある。
❹病気の人や心身に障がいがある人などを看護・

市内の保育所（園）の
入所申請を受け付けます

施設名 定員

公
立

寺田保育所 60人
松野保育所 100人
寄木保育所 60人
柏台保育所 45人
田山保育所 50人

私
立

東慈寺保育園 60人
杉の子保育園 90人
森の子保育園 45人
平舘保育園 90人
大更保育園 100人

注意事項
▶延長保育、休日保育、一
時保育などについては、備
え付けの「入所申込案内」を
ご覧ください。
▶申し込みが多い場合、入
所調整を行います。

施設名 定員

私
立
あしろ保育園 50人
畑保育園
【地域型保育所】 12人

健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1089
いきいきシルバー

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を
｜
寄
木
松
川
会

○
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
？

　
髙
橋
会
長
は「
会
員
の
増
強
促
進

が
悩
み
。
ま
た
、
み
ん
な
の
リ
ー

ダ
ー
と
成
り
得
る
人
材
も
不
足
気
味

で
す
。
今
後
、
組
織
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と

気
持
ち
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
松
尾
地
区
の
寄
木
松

川
会（
髙
橋
和
夫
会
長
、
会
員
3８
人
）

を
紹
介
し
ま
す
。

○
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
？

　
昭
和
40
年
に
松
川
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
設
立
し
、
平
成
2７
年
に
現
在
の

名
前
に
改
称
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
生
き
が
い
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

地
域
文
化
の
伝
承
や
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
開
催

す
る
各
種
大
会
の
ほ
か
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
温
泉
を
楽
し
む
会

な
ど
、
定
期
的
に
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
活
動
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
教
育
振
興

運
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
を
持

ち
、
地
元
の
小
学
校
の
児
童
見
守
り

活
動
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
と
の

田
植
え
体
験
や
障
子
張
り
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

子どもたちと一緒に校庭の草
取りをしながら会話を楽しん
でいます（寄木小）

児童らを優し
く見守ります

手作りで伝える
『寄木松川会だより』

（10月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子

髙橋　奏
か な た

汰（太郎・育枝／上町）

小林　柊
と う ま

馬（雅樹・華織／小福田）

米内　蓮
れ ん せ い

惺（樹・佑里鹿／若谷地）

髙橋　明
あ き と

叶（達也・美幸／北寄木）

◎女の子

菅原　徠
ら む

夢（博之・玲奈／両沼）

竹田　愛
え な

梛（光一・朱里／大久保）

田村　藍
あ い か

花（直人・千佳／土沢）

木暮　友
ゆ い か

唯佳（能貴・舞子／下町三区）

工藤　蒼
あ お り

織（博栄・杏奈／間羽松）

　遠藤　健太　　　／五百森

　米澤　琴美　　　／下町三区

　遠藤　大作　　　／上町

　髙橋　永　　　　／仲町

　阿部　凌　　　　／上野駄

　小田　佳子　　　／滝沢市

伊藤　清　　　　８5歳　舘腰

畑　留吉　　　　100歳　畑

立花　ミヤ　　　８７歳　細野

小笠原　利明　　59歳　五日市３区

齋藤　邦守　　　92歳　畑１区

髙橋　ヤエ　　　８5歳　上野駄

枝松　昭三　　　８８歳　大石平

田口　ソヨ　　　92歳　中松尾

髙橋　忠治　　　93歳　寄木新田

鈴木　石藏　　　90歳　白屋

工藤　タミ　　　9７歳　北村

髙橋　フジエ　　８７歳　南平笠

遠藤　幸一　　　８6歳　松久保

遠藤　ノエ　　　８4歳　中村

池本　ミヨ　　　93歳　浅沢第2

立花　直　　　　８８歳　細野

鳥谷部　富男　　92歳　前森

遠藤　太次郎　　８８歳　両沼

遠藤　誠　　　　７７歳　南寄木

馬場　恵子　　　61歳　浅沢第2

佐々木　秀雄　　90歳　中松尾

安保　春子　　　８８歳　苗石田

健やかに

お幸せに

安らかに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

項　　目 10月 １月からの累計
人身事故 ２（２） 25（14）
物損事故 33（43） 430（395）
負 傷 者 ２（１） 29（19）
死 者 ０（１） ３（１）
飲酒運転 ０（０） １（２）
火 災 ０（０） ２（８）
救 急 96（110） 1122（1086）

■人口の動き【10月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世	帯	数
西根地区 15,763（－33） 6,324（－12）
松尾地区 5,777（－３） 2,402（＋１）
安代地区 4,417（－９） 1,864（±０）
合　　計 25,957（－45） 10,590（－11）
男　　性 12,518（－13）
女　　性 13,439（－32）

出生 11 死亡 29
転入 47 転出 74

（
（

（
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

企画展関連講演会を開催

飢饉への備えを説いた、建部清庵

貸し出し冊数が増えます

年末年始は読書を楽しみましょう
　年末年始の長期休館を前に、貸し出し冊数の上限
を10冊まで増やします（視聴覚資料およびコミセン
図書室の資料を除く）。この機会に、読んだことのな
いジャンルの本にチャレンジしてみませんか。
■貸し出し冊数が増える期間　12月14日㈮から2７日
㈭まで
■休館期間　12月2８日㈮（図書整理日）、12月29日㈯
から31年１月３日㈭まで（年末年始の休館日）
※休館期間中の返却は、返却ポストをご利用くださ
い。

間もなく終了！ 読書マラソン
　７月20日から開催中の読書マラソンは、12月2７日
㈭で終了します。読書マラソンの参加者は、スタン
プカードの提出をお願いします。
■スタンプカード提出期限　31年１月９日㈬

書　名 著 者 名
ホモ・デウス　テクノロジーと
サピエンスの未来　上・下巻 ユヴァル・ノア・ハラリ

みそ汁はおかずです 瀬尾　幸子
知って得する！おうちの数学 松川　文弥
没イチ　パートナーを亡くし
てからの生き方 小谷　みどり

◆新着図書の紹介
◎『ノラネコぐんだんお
ばけのやま』　著：工藤ノ
リコ　出版社：白泉社
　ワンワンちゃんのだん
ご屋さんをのぞいていた
ノラネコぐんだん。夜中
にお店に忍び込み、勝手
におだんごを作って食べようとしたその時、おだん
ごが風にまかれて飛んで行ってしまいました。ノラ
ネコぐんだんのおだんごを盗んだのはいったい誰で
しょう？

　10月23日、遺跡を巡る歴史バスツアーを開催し、
22人が参加。有矢野館跡や長者屋敷遺跡、復元され

市内の遺跡を巡るバスツアー

た釜石環状列石がある
さくら公園、田頭城跡
を巡りました。
　また、八幡平アスピ
ーテラインに立ち寄
り、秋の紅葉も楽しみ
ました。

企画展「飢饉を生きる」開催中

復元された釜石環状列石を見学

　『民間備荒録』『備荒草木図』など
を展示しています。
▶期間　31年１月16日㈬まで
▶時間　午前９時から午後4時半
まで（ただし入館は午後4時まで）

　11月1８日、企画展「飢
き き ん

饉を生きる」関連講演会を市
役所多目的ホール棟で開催し、市内外から約40人が
参加。一関市博物館副館長兼学芸主任主査の相馬美
貴子氏が講師を務め「飢饉への備えを説いた、
建
たけべせいあん

部清庵」と題して講演しました。
　一関藩医の清庵は、日本で初めて救荒書（飢饉対策
を懇切丁寧に説いた本）を著した人物です。出版した

『民間備荒録』には、飢饉の際に起こるさまざまな問
題への対処法が記されています。また、食用の草木
やその食べ方を図示した『備荒草木図』を著し、飢饉
で飢えに苦しむ民衆を救
いました。
　講演で相馬氏は「当時
の人が残した記録を語り
継いでいきたい」と述べ
ました。 講演する相馬氏

Vol.55

八
幡
平
市
に
来
て
、
は
や

２
カ
月
。
私
は
現
在
、移

住
サ
イ
ト
作
成
に
向
け
た
地

域
の
情
報
収
集
と
情
報
発
信

を
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信
」に

よ
る
と
、
各
種
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ツ
ー
ル
を
用
い
て
積
極
的

に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る

人
の
割
合
は
と
て
も
低
く

今月の担当
松本 侑子 さん

Vol.24

◎活動の魅力は？
　年に一度、野球を通して同郷の仲間の安否を確
認できるとともに、型にはまらず純粋に野球が好
きな人たちと交流できることが魅力です。
◎活動の効果は？
　毎年、体の衰えを感じながら、仲間と野球ができ
る幸せを感じています。10月に開催された第13回
市長杯で念願の初優勝を果たしました。
◎今後の展開は？　
　市長杯の優勝を機に解散するつもりでしたが、
今後も仲間の集まる場として、市長杯への参加を
続けるとともに、秋季ナイターリーグを通して草
野球の促進に努めていきます。
　同リーグへの参加資格は、野球協会に登録して
いない市在住および出身者の多くで構成される草
野球チームです。参戦を希望するチームはご連絡
ください。お待ちしています。
■問い合わせ先　事務局・沼田（寄木簡易郵便局  
☎７6-2956）

サンタモニカ

◎結成何年目？
　平成23年に結成し、今年で8年目になります。
◎結成のきっかけは？
　昭和55年生まれ（松坂世代）の松尾中卒業生を
中心に、年１回開催される八幡平市長杯争奪市民
野球大会（以下、市長杯という。）に参加するために

メンバー17人（10月１日現在）
代表：立柳 忠幸＝下平笠＝

熱戦となったＴＥＡＭ八幡平
との市長杯決勝（10月14日）

結成しました。
◎活動の内容は？
　主に、市長杯への参加を目的に活動しています。
また、30年度から秋
季ナイターリーグを
発足し、他の草野球
チームと交流を深
め、楽しく野球がで
きる場の提供に努め
ています。

【岩手山の初冠雪】
早速SNSを通じて紹
介しました

10
%
未
満
で
す
。
移
住
に
際
し

必
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た

サ
イ
ト
が
あ
る
こ
と
で
、
移
住

や
八
幡
平
に
興
味
が
あ
る
人

と
地
域
と
を
つ
な
げ
る
仕
組

み
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
会
い
し
た
人
が
少

な
い
の
で
、
簡
単
に
経

歴
を
紹
介
し
ま
す
。
私
は
直
近

で
W
e
b
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い

て
文
章
を
書
く
こ
と
が
得
意
で

す
。他
に
も
経
理
や
営
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経
験
し
て

き
ま
し
た
。
面
白
い
と
こ
ろ
で

は
、
短
期
間
で
し
た
が
探
偵
に

な
っ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

将
来
は
、
自
分
が
移
住
し

て
し
ま
う
く
ら
い
好
き

な
八
幡
平
を
拠
点
と
し
て
、
事

業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

目
標
で
す
。
書
く
こ
と
が
苦
手

な
人
の
手
助
け
や
、
書
く
こ
と

が
好
き
・
得
意
な
人
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
仕
事
を

展
開
す
る
方
法
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

発
信
し
た
い
こ
と
が
あ
る

人
な
ど
、
気
軽
に
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1262
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1264

　
県
警
で
は
、
12
月
14
日
㈮
か
ら
31
年
１

月
３
日
㈭
ま
で
、
年
末
年
始
の
犯
罪
や
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
特
別
警
戒
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
市
は
こ
れ
に
併
せ
、
防
犯

隊
や
防
犯
協
会
と
共
に
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

■
年
末
年
始
は
事
件
・
事
故
が
多
発
？

○
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件

〇
空
き
巣
や
事
務
所
荒
ら
し
な
ど
の
窃
盗

事
件

〇
路
面
凍
結
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

な
ど
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
事
件
・
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も

次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

防 犯  
事
件
・
事
故
の
な
い
年
末

年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

▼
防
犯
や
通
報
体
制
を
整
え
る

▼
鍵
掛
け
を
励
行
す
る
。
ま
た
、
長
期
間

不
在
に
す
る
際
は
、
犯
人
を
滞
在
さ
せ
な

い
た
め
に「
食
糧
な
ど
の
買
い
置
き
は
し

し
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
な
ど
に
衝
突
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
雪
に
覆
わ

れ
て
い
る
路
面
で

は
、
状
況
が
把
握

し
に
く
い
た
め
、

特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

■
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
勇
気
を
！

　
暴
力
団
は
資
金
獲
得
の
た
め
、
住
民
の

日
常
生
活
に
深
く
介
入
し
、
社
会
に
不
安

と
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。年
末
年
始
に
、

暴
力
団
か
ら
正
月
飾
り
や
パ
ー
テ
ィ
ー
券

な
ど
の
物
品
購
入
を
要
求
さ
れ
た
と
き
は
、

▼
相
手
が
何
者
か
、
よ
く
確
認
す
る（
名

前
を
聞
く
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
覚
え
る
）

▼
要
求
内
容
を
確
認
す
る（
録
音
や
メ
モ

を
す
る
）

▼
要
求
に
は
絶
対
に
応
じ
ず
、
す
ぐ
に
警

察
に
相
談
・
通
報
す
る

　
暴
力
団
を
追
放
す
る
た
め「
暴
力
団
を

恐
れ
な
い
」「
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
」

「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」「
暴
力
団
と
交

際
し
な
い
」の「
三
な
い
運
動
＋プ

ラ
ス
ワ
ン１
」を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

■
な
ぜ
犯
罪
や
事
故
が
増
え
る
？ 

　
年
末
年
始
は
、ク
リ
ス
マ
ス
や
年
越
し
、

初
詣
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
気
が
緩

み
ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
と
ま
っ
た
現
金
が

動
く
こ
と
が
多
い
た
め
、
現
金
を
準
備
し

て
お
く
家
が
多
い
こ
と
や
不
在
に
す
る
こ

と
が
増
え
ま
す
。
窃
盗
犯
は
こ
れ
に
狙
い

を
付
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
当
初
で
雪
道
に
慣
れ

て
い
な
い
た
め
に
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
増
え

ま
す
。ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
て
い
て
も
、カ
ー

ブ
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
対
向
車
線
へ
は
み
出

な
い
」「
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
停
止
」も

効
果
的

▼
道
路
状
況
に

応
じ
た
安
全
運

転
に
努
め
る

火
の
取
り
扱
い
に
は

一
層
の
注
意
を
！

防 火
　
冬
に
欠
か
せ
な
い
暖
房
器
具
は
、
取
り

扱
い
の
不
注
意
に
よ
っ
て
は
、
火
災
の
要

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
市
内
で
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
取
り

扱
い
不
注
意
に
よ
り
発
生
し
た
火
災
は
４

件
。
う
ち
１
件
で
は
３
人
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
ス
ト
ー
ブ
の

周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
、
き

ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

漆の魅力を感じながら漆皿の絵付けを体験をする参加者

漆器を手に取りながら品質の良さを確かめる来場者

飾られたイルミネーションの光を楽しむ子どもたち

冬の夜を明るく照らす
サラダファームイルミネーション点灯式

　サラダファームのイルミネーション点灯式は11月22
日、たまご館前で開かれ、田頭と平笠の学童保育クラ
ブの児童約40人が参加しました。
 カウントダウンとともに約６万個のＬＥＤが点灯。
ハートマークやウサギ、池を泳ぐ白鳥などが浮かび上
がると、子どもたちの歓声も上がりました。
　点灯は１月2８日㈪までの毎週金曜日から月曜日ま
でと祝日（大みそかと元日除く）の午後５時から8時
まで。天候により変更となる場合があります。

市婦人消防協力隊らが各戸にチラ
シを配り火災予防を呼び掛けまし
た（11月11日、市内火災予防広報）

意見書を田村正彦市長へ手渡す市
農業委員会の山本範夫会長（右）
（11月７日、市役所）

寸劇などを通して認知症高齢者を
自宅へ導く声掛け方法を学びまし
た（10月27日、田山スポーツ交流館）

漆器文化にふれる体験
漆DAYSいわて2018

　安比塗漆器工房は11月23、24日の両日、アイーナ
で開かれた漆DAYSいわて201８に出展し、漆器の魅
力を伝えました。
　展示販売では、お椀やスプーンなどが並べられ、
訪れた来場者は手に取り会話を弾ませていました。
　また、漆皿の絵付け体験の参加者は、和菓子が盛
られた姿をイメージしながら、漆皿に赤、青、黄色
の３色の漆で思い思いの絵柄を描き、自分好みの作
品を作って楽しみながら、漆を学んでいました。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

地域に感謝とおもてなし
寺田小「地域ふれあい収穫祭」

　寺田小学校は11月10日、地域ふれあい収穫祭を開催
し、児童らが田植えや稲刈り、脱穀まで手掛けた餅
米で、地域の人たちと餅をついて収穫を喜びました。
　同校の児童(61人)は、日頃お世話になった地域の
人たちに感謝状を贈呈。参加者約1８0人が餅や豚汁
などを食べながら、世代を越えて交流を深めました。
　児童会長の大和悠

ゆ う り

莉君は「お世話になった皆さんに
おもてなしをと思い頑張りました。これからも地域
に愛される寺田っ子を目指します」と力を込めました。 全校児童が地域の人たちへ感謝の歌声を響かせました

苦楽を共に60年目の記念
ダイヤモンド婚を祝う会

　市社会福祉協議会は10月30日、ダイヤモンド婚を
祝う会をいこいの村岩手で開催し、結婚生活60周年
を迎えた市内の夫婦に褒状を贈り祝福しました。
　祝う会には、対象32組中14組の夫婦が出席。市内の
芸能団体などによる歌や踊りが披露され、出席者は
共に歩んできた60年の節目を喜び合いました。
　伊藤功さん、和子さん夫妻は「共稼ぎが長かったの
で、お互いに気遣い合いながらさまざまな困難を乗
り越えてきました」と、結婚生活を振り返りました。

11月１日で100歳を迎えられた工藤
ハナさん＝下町一区＝これからも
お元気で（11月１日、むらさき苑）

男女支え合い地域活性へ
第12回男女共同参画フォーラム

　市男女共同参画フォーラムは11月1７日、西根地区市
民センターで開かれ、男女が共に生きやすい社会づ
くりについて、市民ら約100人が理解を深めました。
　講演では、唄っこ踊りっこお楽しみ一座代表の清水
田ノブさんが「地域をにぎわせるために始めた。相手
が笑顔になると楽しくて仕方ながんす」と、つらい経
験や公演活動などを参加者の笑いを誘いながら紹介。
パネル討論では、シニア男性の地域参加を促すため
の取り組みなどについて意見が交わされました。男女の役割分担で復活した祭りなどを写真とともに紹介

感慨深げに褒状を受ける遠藤一三さん、京子さん夫妻

11月20日で100歳を迎えられた工藤
リヤさん＝石名坂＝これからもお
元気で（11月２１日、りんどう苑）

黒澤洋史社長（左）から市内全児童
分の安比高原スキー場リフト券を
教育長へ贈呈（11月12日、市役所）

シルバー事業を普及啓発
市シルバー人材センター清掃ボランティア

　（公社）市シルバー人材センター（藤村松雄会長、会
員1７4人）は10月30、 31の両日、毎年10月に実施する

「シルバー人材センター事業普及啓発促進月間」に合
わせ、清掃ボランティア活動を展開しました。
　31日は約20人が参加し、北森駅の窓拭きやフーガ
のひろばの落ち葉拾いを実施。活動に参加した同セ
ンターの遠藤和義副理事長は「活動を通じて、新しい
会員の確保や高齢者の就業開拓、生きがいづくりに
つながれば」と期待を込めました。フゴ袋いっぱいに落ち葉を集め、フーガのひろばを清掃

災害対応力の向上図る
みちのくALERT（アラート）2018

　東北６県で展開する「みちのくALERT（アラート）
201８」（陸上自衛隊東北方面隊主催）に本市も参加し、
11月11日に市役所で大規模災害を想定した災害対策
本部運営の図上訓練を行いました。
　自衛隊、市、警察、消防を合わせ40人が参加。各班
が連携し、情報共有を図りながら、災害対応力強化に
努めました。自衛隊の松本徹情報中隊長は「いい訓練
となった。いざという時に対応できるよう、引き続
き関係機関で連携を深めたい」と意識を高めました。 県災害情報システムを確認し、情報把握する関係者

空飛ぶマグヌスコップ作りに夢中な子どもたち

作って遊んで楽しく学ぶ
わくわく・満足・子どもフェスタ

　（特非）七時雨いきいきネットワーク（工藤忠義理
事長）は11月23日、西根地区市民センターで、餅つ
きや昔遊びが体験できる「わくわく・満足・子ども
フェスタ」を初めて開きました。
　市内の児童や関係者ら約150人が参加。元気いっ
ぱいに工作や昔遊びなどにチャレンジしました。
　工藤理事長は「さまざまな体験から得られる発見
や何かを作り上げる喜びを楽しみながら感じてほし
い」と子どもたちの成長に期待しました。

人権尊重に関する意見発表会で「い
じめ」をテーマに発表する安代中の
高橋琉晟さん（11月２日、葛巻小）

八幡平温泉郷に移住し、市内外の
自然風景を描く森薫氏の水彩画を
特別展示（11月３、４日、市芸術祭）
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盛岡市立高の弓道場で大会を見据
えて稽古に打ち込む中河さん (左）

第
37
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

県
予
選
会
　
個
人
戦
優
勝

中
河 

睦 

さ
ん

な
か
が
わ
・
あ
つ
し
　
17
歳
＝
上
野
駄
＝

　平成13年生まれ。松尾中を卒業後、
盛岡市立高へ進学する。弓道部に入
部し、現在２年生。稽古に励み１年
生の後半から団体戦メンバーに選ば
れる。第56回県高校新人大会や第７０
回県高校総合体育大会の団体戦優勝
に貢献する。３人兄弟の末っ子。

　「
団
体
優
勝
を
目
指
し
て
い
た
の

で
、
個
人
戦
優
勝
は
あ
ま
り
実
感

が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
」と
悔
し
さ

を
に
じ
ま
せ
る
の
は
、
1０
月
２０
日

に
行
わ
れ
た
第
3７
回
全
国
高
等
学

校
弓
道
選
抜
大
会
県
予
選
会
で
団

体
戦
準
優
勝
、
個
人
戦
優
勝
に
輝

い
た
中
河
睦
さ
ん
。

　
同
大
会
の
団
体
戦
で
は
、
決
勝

リ
ー
グ
に
進
出
し
た
４
校
で
競
い

合
い
、
盛
岡
市
立
高
は
２
勝
し
た

も
の
の
福
岡
高
に
敗
れ
、
準
優
勝
。

個
人
戦
で
は
、
1２
射
の
う
ち
1０
中

し
た
４
人
で
射い
づ詰
め（
一
射
ず
つ
矢

を
放
ち
、
外
し
た
人
か
ら
抜
け
る

こ
と
）を
行
い
、
中
河
さ
ん
が
３
本

連
続
で
的
中
さ
せ
、
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

　
中
河
さ
ん
が
弓
道
を
始
め
た
の

は
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
。
弓
道

部
の
先
輩
が
弓
を
引
く
姿
に
憧
れ

て
入
部
を
決
意
し
ま
し
た
。
和
弓

を
引
き
、
姿
勢
を
保
っ
て
矢
を
放

ち
、
遠
く
の
的
に
当
て
る
た
め
に

は
、
相
当
の
筋
力
と
技
術
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
一
年
生

の
後
半
か
ら
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
た
中
河
さ
ん
は「
中
学
時
代
に

野
球
部
で
鍛
え
て
き
た
こ
と
が
弓

道
に
も
生
か
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

弓
道
を
始
め
る
の
が
遅
か
っ
た
こ

と
を
理
由
に
は
し
た
く
な
い
、
先

輩
の
足
を
引
っ
張
り
た
く
な
い
と

い
う
思
い
で
必
死
で
し
た
」と
振
り

返
り
ま
す
。

　
1２
月
２４
日（
月
・
祝
）か
ら
始
ま

る
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

（
岡
山
県
）出
場
に
つ
い
て「
結
果
は

求
め
ず
、
大
会
の
雰
囲
気
に
の
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
射
を
し

て
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

自
身
と
向
き
合
い
心
を
鍛
え
て
自
分
の
射
を
目
指
す
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